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Mitsumaru 　INAIzuM互： On 　the　Life　Cycle　of 　Aphis　clerodendri

　　　MATsuMuRA （Homoptera ，　Aph 量didae），　and 　its　 Male

　　　　　　　　　　and 　Gynopara 　Wing −types

　　Synopsis　Th θ　1i　fe　cycle 　of 　Aphis　clerodendri 　is　made 　clear ，　and 　the
hitherto　 unknown 　fUヱユdatr三x ，　gynopara，　 male 　and 　 oviparous 　 female　of　this
species 　are 　described．　 Most　individuals　of 　gynoparae 　and 　males 　are 　vestigiaI

or 　wingless ．　 Therefore ，　it　can 　be　concluded 　that　the　both　fbrms　do　no 亡fiy．

　 ク サ ギ Clerodendron　trichOtomum 　THUNB ・は 日本 ， お よび 台湾 e 中国に 広 く分布す る ク マ ツ ヅ

ラ 科 の 樹高 ユ．5〜3m の 落葉樹木 で あ る．こ の ク サ ギ に は 夏季 に 葉を 捲縮 さ せ る 緑色，あ るい は 黄

色 を し た 約 1・5mm の ア ブ ラ ム シ の 一種が寄生す る．こ の ア ブ ラ ム シ に は ，
　 MATSUMURA （19171

が，北海道で採集した有翅胎生雌虫 とそ の幼虫 に よ っ て ， Aphis　 clerodendri ク サ ギ ア ブ ラ ム シ と

い う名前を付け記載 し た，

　 と こ ろ が ， こ の 記載 が 簡略す ぎた た め と，こ の ア ブ ラ ム シ が それ 以 前か ら知 られ て い た ム ク ゲや

ナ ス 科 ・ウ リ科などに 広 く寄生す る重要な 農業害虫の ワ タ ァ ブ ラ ム シ Aphis　gossptpii　GLOVER と

形態が非常 に よ く似 て い た た め ，進士 （194／） は ク サ ギ ア ブ ラ ム シ を ワ タ ア ブ ラ ム シ の 異名同種 と

して 発 表 した．そ の 後，最近 まで ク サ ギ に 寄生す る ア ブ ラ ム シ は ワ タ ア ブ ラ ム シ で あ り， また ク サ

ギ は ワ タ ア ブ ラ ム シ の 主寄主植物と し て扱 わ れ てぎた，それ が 1966 年 に な っ て ， TAKAHASHI は

日本産 Aphis属 の 分類学的解説を 行 な い ， こ の 中で ク サ ギ に 寄生す る ア ブ ラ ム シ は ワ タ ア ブ ラ ム

シ とは 明 らか に 異 な る種で ある こ とを 発裘 し ， こ れに よ っ て ，ク サ ギ に 寄生する ア ブ ラ ム シ は ふ た

たび 独立種 とし て 確認 された．

　 ク サ ギ ア ブ ラ ム シ は 以上 の よ うな 由来を も っ た ア ブ ラ ム シ で あ る た め ，こ れ まで に知 られ て い た

ク サ ギ に 寄生す る ア ブ ラ ム シ の 生活環も白 紙に もどり， 現在 ， そ の 生活環は 朱知 の ま ま と な っ て

い る．

　そ こ で 筆考 は 1965年以 来 ， 栃木県内の 野外 で 観察 した ク サ ギ ァ ブ ラ ム シ の 生 活環に つ い て の 知

見を 述べ る と と もに ， 未記載だ っ た 本種 の 幹母 。雄 ・産雌虫 。産卵雌虫の 記載， お よび 雄 と産雌虫

の 翅型に つ い て述 べ てみ た い と思 う，

　本文に 入 るに あた り，ご 指導 ご 助言 を い た だ い た 本 学 の 田中　正 教授 と北海道大学農学部昆虫学

教室の 樋 口 弘道氏 に 厚 くお礼申し上げる，

ー

｝　．

灘．

L 　生 活 環

本虫が ク サ ギに初め て姿を現わ すの は 4 月中旬 で あ る，ク サ ギの 芽が 大 きく膨ん で 緑色 に な っ た
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頃 ， 孵化幼虫は 芽 の 中に 侵 入 し は じ め る，こ の 幼虫は ， 前年秋に 芽 の 付近 に 多数産み 付け られ て い

た 卵 か ら孵化した 幹母 の 幼虫で あ る．

　4 月下旬〜5 月上旬，こ れ らの 幼虫 は 幹母 の 成虫 に な D，展開 した ば か りの 新葉 を巻 き ， 盛 ん に

幹母子孫を胎生 して い る，その 後，幹母 の 子孫 は 2 世代 を くりか え し ，
3 唯代目に 有翅虫 の 幼虫を

胎生す る，　 ti翅動 成 虫が 戯 す る α よ5 肝 旬 で ，
6 即 噸 鰍 に は 飛散 し て 姿を消す・有翅

虫 の も っ と も多 い の は 6 月 初旬 で，植物体は 無数 の 本虫で お お わ れ る．

春季擁 す 硫 駐 が本植物か ら黴 した 硝 祠 膿 ク サ 靴 に は ほ とん ど・ ブ ラ ・ シ 螻

は 見 られな くな る．しか し ， 完全 に い な くな っ た わ け で は な く，先端付近 の 新 しい 葉に 少数の 無翅

胎生雌虫が 生息 し ， 幼虫を 胎生 し て い る．また， 6 月上旬か ら， 卵態越冬 の 行 な わ れ な か っ た ，

1− Lsm の 他の ク サ ギ の 株の 葉上に も有翅虫が 蘇 し ， 幼虫を 産 ん で い る の が 見られ るt こ 紡

の 事実と， 夏季問他の 植物上 に ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 生息が見つ か らな い こ とを考える と，ク サ ギ上

を飛び立 っ た 無数の 有翅虫は 同 じ植物体の 他 の 枝や，他 の 株 に 移動し， そ こ で 幼虫を胎生す る もの

と考えられ る，

6 胖 劬 後 ， ， サ ギ上 に 蝸 部的 ， 散発的薩 続 L て 融 の 寄生続 られ ・
・ の 軈 は 1°・ Ji

下旬ま で 続 く．夏 の 聞は 嘆 副 傚 匹 の 無翅月姓 雌…の 成 虫を 中心 ｛
・
： ・5− 20 勘 幼虫 で コ P ＝一

を形成 して い る．夏嚇 請 顯 台生 融 の 見 られ るの は 7 斛 ・ ・
一
ド旬 と 9 肚 旬 だ け で ・そ の 1醂

数 も 1 コ ロ ニ ーに 数匹 と少な い ，こ の こ とは ， 夏 の 間は ほ とん ど移動を 行なわ ない こ とを 物語 っ て

い る．

　10 月下旬 に な る と，無翅胎生雌虫は 有翅虫を産出す る， こ の 有翅虫は 夏季 に 見られ る有翅虫 と

形態的に は ほ とん ど区別で きな い が ，
11 月上 句に な る と，産卵雌虫を産出 す る と こ ろ か ら，産雌

虫 と判定で ぎ る．無翅の 胎生雌虫の 世代か らは 11 月上 旬に な る と有翅 ， また は 無翅の 雄 が 産 まれ

る．11 月上 ・中旬 ｝こ 雄 と産卵 雌虫 は 交尾 し ， ク サ ギの 葉が全部落葉す る 11 月 20 日 頃 ま で 産卵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が 行 な わ れ る，卵 は 約 0 ．2mm （長径）で 長楕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円形．枝の 先端に 近 い 芽 の 付近 に 多 く産付 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 aLe

穩 籍 ＆ 難欝難薄1醺鬣
　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
、　　　　　 また ，同 じ ク サ ギ で も産卵の 行 な わ れ る 株

。
“ 　 　 　 　 　 1　 と請 楠 績 い 駟 あ る ・ とがわ ・り た 雄鳶 ，

娠 ノ

図 玉　 ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 生 活 環

　　　○
…無 翅型　○

一一
有翅 型

　　　o …中問型

や 産卵雌虫が 見 られ ， 産卵 の 行な わ れ る 株 ぽ，

つ ね に 樹 高 約 2m 以上の 成木 （8 月中 ・下匂

に 花をつ け る）に 限 られ る よ うで あ る．高 さ 2

m 以下 の 幼木に は ほ とん ど 産卵は 行 な わ れな

い ，幼本で は 6 月中旬以後 ， 秋 に か けて 本 虫の

寄生 が認め られ るが ，
11 月に な っ て も雄や産

卵雌虫は 現わ れ ない， 10 月下旬，幼木 の 葉上

に 産雌虫 が 若干見 られ ， 産卵雌虫を 産出 して い

る場合 もある が ， 成熟しな い うち に 落葉期を む

か え て し まう，幼木上 に 産卵の 行なわれない 理
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由に つ い て は 不明で ， 今後検討 し て み る必要がある，以上 の ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 生活環を模式図化

す る と図 1 の よ うに な る．

　な お， ク サ ギに 寄生す る ア ブ ラ ム シ と して は 本 種 の ほ か 近縁 の ワ タ ア ブ ラ ム シ が 知 られ て お り

（Ess【G ，　 E．0 ．，＆ S．豆，　 KuwANA ，1918＊ ； 森津， 1948； 柴 田，1955； 進士 ， 1944； 高橋 ， 1918，

な ど〉， 柴 田 （1955）は ク サ ギ を ワ タ ァ ブ ラ ム シ の 主寄 主 樺 物 と し て 報 告 し たが ，筆者 （1970＞は

ワ タ ア ブ ラ ム シ の 生活環 を研究 し，ワ タ ァ ブ ラ ム シ は ク サ ギ に は 寄生 し ない こ とをつ ぎとめ た．結

局，ク サ ギ ア ブ ラ ム シ は外 見 上，ワ タ ァ ブ ラ ム シ に よ く似 て い る た め ，誤認 され て ぎた もの と考 え

られ る，
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II． 幹母 ， 産雌虫，雄 ， 産卵雌虫の 記載

　 a）　幹母 （F 日 ndatrix ）

　 生体の 体色 は淡緑青色 ， また は 淡 黄緑色．触角は 5 節．栃木県宇都宮市蜂町 で 1973 年 4 月 27

日に 採集 した 個体の 体各部の 計測 の 1 例は 次 の 通 り，体長 1．646 （単位 mrn ，以下同 じ），触角各

節 の 長 さ は HI−0．253，　IV−O．099，　V （Base＋ Flag．＞0 ．077 ＋ O．143．触角第 IH 節基 部 直径 0・ 18，

1司中央部直径 0．021， 1司毛 の 長 さ 0，016． 口 吻先端節長 G ，116．後脚第 2 附節長 0，084、尾片長

0・156， 同毛 の 本 数 10，角状管長 O．220．第 3腹節背而 上 の 毛 の 長 さ O．043．第 8背節 片 上 の 毛 の

長 さ 0．059．

　 b）　産雌 虫 （Gyllopara）

　 生体 の 体色 は暗色．体各部 の 形態 は 有翅胎 生雌虫に 」：〈似 て い る が ， 本型に は 次 の よ うな特徴が

あ り，大体有翅胎生雌虫 と区別 で ぎる， 1）体は 大形 で ，体長 は 1．666 〜1．842 （10 個体 調査，有

翅胎生雌虫で は 同 1．313〜1．607），2）腹部は 著 し く膨れて い る． 3） ほ とん どが 短翅型 で，体 長

（A ＞と前翅長 （B） と の 比 B ／A は 30 偶体
・F均で 1． 2 （表 1 ・図 2，同有翅胎 生雌虫で は L37 ）．

宇都宮窮で 1970 年 11 月 13 日 に 採集 した 個体の 体 各部 の 計測 例 は次 の 通 りで ある．体長 1，705．

触 角各節の 長 さは III−O．292，　 IV−O．237，　 V −e．182，　 V工一〇．094＋ 0．330，第 III 節上 の 第二 次 感覚

孔数 は 6 魑，同基 部 の 直 径 0 、016，同 中央部直径 0 ．024， こ の 節上 の 毛 の 長 さ は 0 ．016，前翅長

1・862・口 吻先端節長 0・119，後脚第2 附節長 0 ．097．尾片長   ．138
， そ の 毛 の 数 は 8 木，角状管

長 0・237．第3 腹節背面上 の 毛の 長 さ O．048．第 8背節片上 の 毛 の 長 さ 0．059．

　 c ）　産卵雌虫 （Oviparous　female）

　体色は 暗緑色．触角は任意に採集 した 15 樋体 の うち 13 個体まで が 5節 で ， 6節 の 個体は 少 な

い ．一
般 に 産卵雌虫 の 後脚脛鰍 よ太 く，一見 し て 無邇胎生雌虫 との 区 別 が つ くが，本 種の 産卵 雌虫

の それ は 細 く，脛節「lr央部 直 径 は 0・035− O．048 （10 個体調査，ワ タ ァ ブ ラ ム シ の 産卵雌虫の それ

は O・070 前後ある，図 3 ），本種 の 無翅胎生雌虫 の それ は O．029前後で あ る．また，後脚脛節に

あ る偽感覚孔 の 数は 6〜36 個 と少 〜よ く， か つ 個体に よ る 変異 が 大 き い （ソ タ ア ブ ラ ム シ の 産 卵 雌

虫 で は 60 側前後）．宇都宮市 内で 1970 年 11 月 13 日 に 採集 し た 個体の 体各部 の 計測例 は次 の

通 りで あ る，体長 1．587．触角は 5 節 t 各節 の 長 さ HI −O 、259
，
　 IV −・O．116，　 V −O．08810 ．220，第

m 節 の 基部 ， お よ び 中央部直径は 0．018，そ の 毛 の 長 さ は D．OI3． 口 吻先端節 長 O．105．後脚第

2 附節長 O・018・尾 片長 0・132
， そ の 毛 の 数 は 9 本．角状管艮 O 、165．第 3 腹節背面上 の 毛 の 長 さ

0．037，第 8背節Jl上 の 毛 の 長 さは 0，059，

ー

i

＊ HIGUCHr ，　H ．，＆ M ．　MrYAZAK 匸 （1969） よ P引 用．

N 工工
一Ele 。 tr 。 ni 。 　 Library 　 Servi 。 e 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

218 稲 　泉　 三 　丸

表 1　 任 意 に採 集 し た ク ナ ギ ア ブ ラム シ

　　産 雌 虫 30 個体 の 体 長 お よ び 前翅長

　　（単 位 mm ）と、そ の 比 率．

卓帯

No ．
　 A
体 　 長

　 B
前 翅 良

箋　 1　 1．803

2
：

1．8621
3　　 　 L626 　 1

4　 ；　 1．881
5　 　 　 L999
6　　

1
　 1．646

7　 ：　 L705

8　　 1．862i
　 　 　 　 　 　 　 　 旨

9　 　 L8221

10　　　1　　 1．740

11　 　 　 2．038

12　 　 　 1．940
13　 　 　 L920

14 擁 ．940
　　　　
15　 　 　 1，783

16　 　 　 L744

17　　
1
　　1．705

18　　　i　　1．740

19 − ・862

20　　1　 1．803

21　 　 　 1 ．862

22　　　…　　1．862
　　　L23

　　　1　　1．607

24　 　　 1．724

25　 　　 1．842
　 　 　 旨

26　 　　 1．744

27　　　 i．901

28　 　　 1．646
　 　 　 　

29　　　
「
　　1．881

30　 i　 L783

2 ，0771

．5682
．0381
．7402
，0581

．9601

．7051

．822

BtA

L
　 　 　 I

2・0771
　 　 　 1
1，740

弖．74 

1．88］

1，940
　 　 　 11．9601

．803

王・920　i
1．862
　　　 セ
1842 　1
　 　 　 ト

1．862　i

2548i

l．5680

．706L8031

．94e2

，0182

．0181

、881L9792

．2141

．293
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　d！ 雄 Male

　有 翅，ま た は 羝翅 で ， そ の E［iR ：の 短翅型も見

られ る．任意に 採集 した 35 個体 の 雄 の う ち ，

長翅型 は 5匹 （14％ ， 図 4 −A ）， 短翅型 は 23

匹 （66％、図 4 − B ），無翅型 は 7 匹 （20　90・図

4 −C ）で あ っ た．

　ア ブ ラ ム シ 類 の 雄 は 大 部分 の 種 で は 有翅型で

あ る が ，無 翅 型 の 雄 も Eriosomatinaeや 主に

非移住型 の 種 の 「hな どに 見 られ，Aphis 属で も

イ、pomi 　DE 　GLLR ，　A ．　saliceti 　KALTENBACH ，

A ．urticaria 　KALTENBA ¢ H （丁朋 OBALD ，1927），

A ．etiolata 　STRoYAN ，　A ，　 commensalis 　STROYAN 　（STRQYAN ・　1952），　A ・　serpylli 　KocH ・　A ・

。et
’basci　ScHRANK （ST・・ YAN ，・1957），・A ．verat ・i　W ・LKER ，・・bsp・鰍 岬 ∫T ・ KAHAs 置珥 TAK 岨 AsHI ・

ユ966），A．・farin・ sa 　GMEL （L ・ MPEL
，

】968）・A ・1・ti・adi ・i・・S… YAN ，
　・t・pseud・・° m ° sa 　S丁 R ° YAN

〈STROYAN ，1972＞な どか な りの 種に 知 られ て い る、

　本種 の 畏翅 ・規翅 ・無翅各型 の 雄 に は，翅 の Jl彡以外 の 形態的差異 は なく，また 翅凸llに は 関係な
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図 3　 産 卵雌 虫 の 後 脛 節，
　工．　 ク サ ギ ァ ブ ラ ム シ ，
　2，　 ワ タ ァ ブ ラ ム シ ，

〈，ど の 型 の 雄 も交尾 を 行 な っ て い る の が 観察

され た，一一
般 に 雄 の 形態的恃 II鞍は陰草を もつ ほ

か ， 触角第 UI ・IV ・V 節 に 多数の 第 2次感覚

孔 を もつ こ とで あ るが，本 種 の 雄 の 触角 各節 の

第 2 次感覚孔 の 数は 次 の 通 りで あ る．月側 の 触

角だけ で み る と ，
III−4，　IV −13，　V　9 （計 36個〉

の もの や ，同 じ く 26−20 −17 （計 63），17−17−12

（46｝， 24−19−14 （57） の もの tR　E’が み ら れ る．

宇都宮で ig70 年 Il 月 13 ［に 採集 した 無翅

型 の 1固体の 体各部 の 計測 の 1 触 よ次 の 通 りで あ る．

0．259
，　V 一  ，242，　Vl−D，110＋ O．314．

長 さは 0 ．O工6．　［ 吻先端節長 0．工11．

角状管長 0．165．
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ク ヲ ギ ア ブ ラ ム ソ 雉 の 翅 型．
長 翅 型 ； B ，短 翅 型 ； q 無 翅 型

体長 1．470．　角虫角各食f〕ワ）長 さ｛ま III−0．325，　IV一

　　　　　　　　 第 IH 節基部直径は 0 ．018，1
．
】・央都 直 産 ｝よ O．027，そ の 毛 の

　　　　　　　　　後脚第 2 附 節長 0．086，屋 1．1長 0．／32，そ の 毛 の 数は 6木 ．

第 3 腹節背面 L の 毛 の 長さ 0．048．第 8背節 月上 の 毛 の 長 さ 0．059，

III． 雄および産雌虫の 翅型につ い て

　 ク サ ギ ア ブ ラ ム シ は，箍 者 の お もに 野外 に お け る 観察 に よ り，ll 問を 通 じて ク サ ギ に 寄生 し，　 ll1」

植物 の 株 の 闘だけ を移動す る ，
い わ ゆ る非移住型の 生 1陶漿を も っ た ア ブ ラ ム シ とわ か っ た が ， そ れ
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を裏付け る もう
一

つ の 証拠 が ある．それ は 本虫の 生活環の 中に 出現す る 無翅 ， また は 短翅 の 雄 と，

短翅 の 産雌虫 の 存在 で あ る．本 来，大部分 の 移住型 の ア ブ ラ ム シ で は，雄 と産雌虫は 秋 に な る と中

間寄主植物か ら主 寄主 植物に 飛来す る の が 普通で あ る． し た が っ て ， 両 型に は か な らず翅 が あ っ

て，飛 し ょ うす る こ とが で きる．そ こ で ，ク サ ギ アブ ラ ム シ の 臨 お よび 産雌虫 は 飛 ぶ こ とが で ぎ

るか どうか を 調べ る こ とに よ っ て も，移住 型か ，あ る い は 非移住型か の 判定を 下す こ とが で きる は

ずで あ る．

　筆者 は こ の 点 を解 明 す るた め ，ア ブ ラ ム シ の 飛 し ょ うの 絶対条件 とな る翅の 大きさ に つ い て 比較

検討し て み た， まず，
ム ク ゲ よ り任意 に 採 集 した 飛 し ょ うす る こ との で き る ワ タ ア ブ ラ ム シ の 雄 ，

お よ び 産雌虫 の 前翅の 大 ぎさ と，体長 との 比 を求 め てみ る と ， 表 2 と表 3 の よ うに な る．す な わ

ち ， 中聞寄主植物か ら ム ク ゲ に 飛 来 した ワ タ ア ブ ラ ム シ の 雄で は ， 前翅 の 長 さ は 平均 して 体長の

157 倍 ， 産雌虫 で は 1．56 倍 で あ り， 最低値で も前者が 1．46 倍，後者 が 1．37 倍で ある． こ れ

に 対 して ， ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 雄iで は ， 前翅長は 体長 の O・85 倍 ， 産雌虫 で は 1・02 倍 で あ る

俵 1
，

4 ），個 々 に 見 る と，
ク サ ギ ァ ブ ラ ム シ の 産 雌虫 の 喞 こ 2 匹 だ け・ワ タ ア ブ ラ ム シ の 産雌虫

の 最低値を 上 ま わ る個体が含 まれ て は い るが，全体的 に は 翅の 機能上 か ら見 て，ク サ ギ ァ ブ ラ ム シ

の 雄 ， お よび 産雌虫 は 翅が 小 さす ぎて 飛 し ょ うで ぎな い の で は な い か．い い か えれ ば ， 翅は 退化 し

て 無翅ある い は 短 翅型に な っ
て い る もの とい え る よ うで あ る．こ の 点 に つ い て は 生理上 か ら の 検討

は 行 な っ て い ない が，お そ ら く飛 し ょ う筋の 退化も生 じて い る もの と予想され る．

　 こ の こ と か ら， ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 雄 と産雌虫は ，他の 中間寄主植物か ら飛来 した の で は な く，

ク サ ギ 上 で 産出され て 生育 した と考 え られ ， こ の こ とは生活環上か らは 翅 は 不 必 要 とな り，退化に

向か っ て い る もの と推察 され る．ま た ， 以上 の こ とか ら，グ サ ギ ア ブ ラ ム シ は 非移 住 型ア ブ ラ ム シ

と結論 され ，
こ こ に 無 翅 ， ま た は 短 翅 の 雄 と産雌虫 の 存在す る意義がある とい え よ う．雄 の 翅 の 有

無 に つ い
一
（論 じた もの に は D ．HILL　R．ls　LAMBEIRS （1966）の 論文が あ る が ・ こ の 中 で は・ア ブ ラ

ム シ の 雄 の 無翅型 は，環境の 変化 に よ っ て 同
一

種 の 中に 時お り生ず る こ とがあ り， また 遺伝的 に あ

る 生態型 の 中に 生ず る 場 合 もあ る と述べ た だ け で ， 無翅型雄 の 発生す る意義や 生活環との 関連 に は

表 2 　ム ク ゲ よ り採 集 し た ワ タ ア ブ ラ ム

　　シ 雄 10 個体 の 体 長 お よ び 前翅 長 と ，

　 　 そ の 比 率 ．

表 3 　 ム ク ゲ よ り採 集 し た ワ タ ア ブ ラ ム

　　シ 産 雌 虫 10 個 体 の 体 長 お よ び 前 翅

　 　 長 とアそ の 比 率 ．

No ．
　 A 　　 　　　B
体 　長 　　　前 翅 ．長
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’
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ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 生 活 環 と翅 型

ふ れ て い な い ようで ある．

　 また もう一
『
つ

， 短翅型 の 存在 に つ い て は，栄

養 ・生理 的 に ア ブ ラ ム シ 類に 出現す る 中 閲 型

（lntermediate　fom1 ）と し て も考え て み る必要

が ある，ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 短翅，また は 無翅

の 雄 と産雌虫は 翅 の 機能か ら見 て ， 他 の 中聞寄

主植物 か ら飛来 した もの で ない こ とは 前述の 通

りで あ るが ， ク サ ギ上 で 産出 された 両型が燗体

の 密度 や 栄養条件 とい っ た ， な ん らか の 生理的

な原因で ， 本来翅を持 つ べ ぎもの が，中問塑 に

な っ た の で は な い か とい う推察 も成 り立 つ ．

　 ア ブ ラ ム シ の 中間型に は ， 有翅 お よび 無翅胎

生雌虫が雄 の 形質を兼ねそ な え て い る雌雄同体

の もの ，産卵雌虫 と無翅胎生雌虫の 両方 の 形質

を もつ もの
， 無翅の 単性胎生雌 を もつ 種類 の 中

で ， 有翅 の 胎 生雌に 産卵雌虫の 形質をもつ もの

な ど，さ ま ざ まな もの が あ るが，もっ と も普通

に 」
Nu られ る の は 単性 の 無翅胎生雌虫 と有翅胎生

雌虫 との 中間 型で あ る．こ う した 中間型 は ， ア

ブ ラ ム シ に お い て は有翅型か ら無翅型へ と進化

した た め ， 出現 しやすい 体質を もっ て い る と考

え られ る．

　 ワ タ ア ブ ラ ム シ の 中問型 の 多 く出 現 す る の

は ，寄主 植物 が 旺 盛 に 繁茂 L ， 栄養的 に ア ブ ラ

ム シ の 繁殖に 好条件が そなわ っ て い る 時 で あ

り， こ の よ うな 状態 で は 有翅虫 の 出現が抑掴さ

れ て ， 無 翅 虫 の 中に 小 さ な 翅 を もつ か ， 触 角第

III節 に 第 2 次 感覚孔を もつ な ど の 有翅虫 の 形

質を も っ た 中間型の 個体が 出現 し て く る （稲

泉，1968）．　しか し，そ の 頻 変は ワ タ ア ブ ラ ム

シ で は 7．5％　（稲泉，
1968）， モ モ ア カ ア ブ ラ

ム シ で は 5c／e あ ま り　（宗林，1957） と多 くは

な い．

　 ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 無翅 ， ある い は 短翅 の 雄

と産雌虫 は ， 有翅型 と無翅型の 中間型の
一

つ と

考 え られ るが，

よび産雌虫 の ほ とん ど全部が中間型で あ る，
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表 4　任意 に 採集 し た ク サ ギ ア ブ ラ ム シ

　　雄 30 個体 の 体 長 お よ び 前翅長 と，
　 　 そ の 比 率，
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　　　　　　　 こ の 場 合 は 1） どの 株の 雄 お よ び 産雌虫に も中間型ヵ竃見 られ る ，
2｝ し か も， 雄お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3）雄 お よび 産雌虫の 出現 し て くる の は 晩秋で ， 植物

体は落葉が始 ま り，ア ブ ラ ム シ に と っ て は ワ タ ァ ブ ラ ム シ の 有翅虫 の 出現を 抑制 して い た よ うな 充

分 な 栄養状態 に な い ， 4）生理 白勺要因だ けで 完全無翅型 の 雄 が 出現 し て くる こ と は 考 え られ な い ．
こ の よ うな諸点か ら，ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 中閻型は 栄養 ・生 理 的要因に よ っ て ， た また ま 生 じた も
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の で は な く，非移佳型 ア ブ ラ ム シ として の 生活環 の 中か ら進化し て 出現 した もの と考え る の が も っ

と も妥当 と思われ る，

要 約

　1， ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 生活環 に つ い て述べ た ほ か，未知だ っ た ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 幹母
1
」 産雌

虫，お よ び雄 ・産卵雌虫 な どを 記載 し，さ らに ，
ク サ ギ ア ブ ラ ム シ の 産雌虫 ， お よび雄 の 翅型に つ

い て 考察 した，

　2，　ク サ ギ ア ブ ラ ム シ は
一年中 ク サ ギ上で 生活す る ， 非移住 型生活環を もっ た ア ブ ラ ム シ で ある ．

　3． 産雌虫の ほ とん どの 個体 は短 翅型で あ り，ま た ， 雄 で は 長翅型 14％， 短翅型 66％， 無翅型

20％ の 割合で 見 られ た，こ の こ とか ら ， 両 型 と も飛 し ょ うし な い と考 え られ る ．

　4． した が っ て，産雌虫 と雄 は ク サ ギ上で 産出 され た もの で ， 他 の 中間寄主植物 か ら飛来 し た も

の で は ない こ とが わ か る．また，ク サ ギ ア ブ ラ ム シ は ，ク サ ギ 上 で 生活環を 全 うで きるた め，生態

上 ， 両型 の 飛 し ょ う活動 は不 必要とな り， 翅は 退化に 向か い つ つ あ る と考 え られ る．
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